
このプロジェクトは、瀬戸市海上の森に８５年以上も息づいてきた

「古民家」を市民活動により再生復元しようとするものです。

　一旦、古民家を取り壊し、別のところに復元するため、事前調査、部材の採取、部材の保管庫設置など、当面の取組としても、多くの労力と資金が必要となります。

大半については、会員のボランティアで行いますが、是非、この取組に御賛同いただき、資金援助の支援をお願いします。

○海上古民家再生プロジェクト実行委員会の設立の趣意

　海上の森（瀬戸市海上町）にある古民家が、時代の流れの中で姿を消そうとしております。
　この民家は、大正7年に瀬戸市赤津町から海上に移築されたもので、町家型式と農家型式が複合し、軒を高くして軒廻りの使い勝手をよくした、赤津型ともいえる特色ある建築様式を備えております。現在、この様式の民家は瀬戸市内ではほとんど見られず、価値のある貴重な建物と考えられます。また、海上の里の営みを刻み、人々とともに暮らしてきた里山の歴史を伝える生き証人でもあります。

　こうした建物を移築再生することは、山里のくらしを理解するとともに、失われつつある里山文化を保全し、生活文化を後世に継承する、意義あるものであります。　　


●●古民家再生プロジェクトの内容●●
古民家の事前調査

古民家の解体・部材の採取

部材保管庫及び展示施設の設置

里山古民家セミナーの開催・・６月２２日（日）
古民家の復元再生

　　　

平成１５年５月１１日　　

海上古民家再生プロジェクト実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　会　長　　鈴木敏明（瀬戸市山口町１０４）

　　　　　　　　　　 　　　連絡先　　０５６１－８３－０９０８　福田澄夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０５６１－６３－２２２１  浦井　巧

「海上古民家再生プロジェクト」への


資金援助をお願いします！！











